
【７月２日開催の総合計画審議会における意見・修正箇所等一覧】

NO. ページ 基本目標等 意見の内容 担当課 修正後の内容及び理由等
1 全体 全体 用語集に記載した項目について、本文に印を付けるなど、用

語集に記載があることを示した方がよい。
企画課 記載修正

本文中の用語に「※」を付し、用語集では用語の掲載ページを記載

2 総論 全体 国際的な流れ、国連の流れ、国の流れに沿ってやってきてい
ることをどこかに記載した方がよい。

企画課 修正なし
本計画では、計画策定の趣旨や基本姿勢において、ＳＤＧｓやウォーカブル、ウェル
ビーイングなどの国等の流れを受けた取組や状況を記載しています。

3 3他 総論 「総合戦略」、「まち・ひと・しごと創生法」、「ＳＤＧ
ｓ」、「ＫＰＩ」など説明が必要ではないか。

企画課 用語集に掲載します。

4 32 総論 計画策定の視点、基本目標２の最初にある子どもの権利が漢
字になっているので再度整理が必要だと思う。

こども未来課 記載修正
基本目標２
こどもの権利を大切にし、こどもが自分らしく生き、成長し、発達していくことができ
る「こどもまんなか社会」の実現に向けた取組を推進するとともに、地域での繋がりや
支援などを通じて安心して子育てできる環境の充実を図ります。

5 36 総論 未来の姿、基本目標１にある国際交流ラウンジだけでなく
「等」と付けた方がよい。

市民活躍・男女共同参
画課

記載修正
基本目標１
国際交流ラウンジ(ＦＩＬＳ)等を活用して外国人市民が安心して生活している

6 36 総論 未来の姿、基本目標３にある「介護予防により介護認定を必
要としない高齢者が増えている」は10年後の目標とするには
現実から離れているのではないか。
また、ふれあいいきいきサロンは「誰もが地域でその人らし
く暮らしている」ためのものとはかけ離れていることから、
ふれあいいきいきサロンは示さない方がいいのではないか。

高齢者支援課、福祉総
務課、企画課

記載修正
「介護予防により介護認定を必要としない高齢者数」と「ふれあいいきいきサロンの利
用者数」はKPIとしているため、未来の姿に記載しています。
介護認定があってもなくてもその人らしく暮らす視点は、介護予防やその他のKPIにも必
要な視点であることから、表現を以下のとおり修正します。

基本目標３
ふれあい・いきいきサロンが活用されている
介護や支援が必要になっても誰もが地域でその人らしく暮らしている

7 41 各論 柔軟に対応できるよう、構成事業に「など」が付いているも
のとないものの整理をした方がよい。

企画課 記載修正
各論の構成事業を再度整理し、「など」で括らず、主な構成事業を記載することとしま
す。なお、各論の見方には、構成事業が主なものである旨を表記します。

構成事業
主な取組を実施する代表的な事務事業を記載しています。

8 42 1-1-1 建設業組合は災害時連携協定を締結し、富士山の降灰を想定
した訓練などを行っている。防災関係機関等に建設業組合が
入るのか確認したい。

防災危機管理課 修正なし
災害発生時には、道路啓開や応急復旧工事など建設業組合（業者）には、協力いただく
場面は多々あると想定しています。
既に、建設業組合とは協定を締結し、関係機関の一つと捉えており、今後も、訓練をは
じめ平時からの連携強化は必須であると考えています。
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NO. ページ 基本目標等 意見の内容 担当課 修正後の内容及び理由等
9 53他 2 「こども」のひらがな表記が分かりづらい。

10 53他 2 用語集にある「こども」の説明の中に、漢字の「子ども」の
説明もあった方がよいのではないか。

11 64 3-4-1 主な取組の「民生委員・児童委員など～」の文章が長く、分
かりづらいので整理が必要ではないか。

福祉総務課、企画課 記載修正
施策１主な取組
民生委員・児童委員などの活動に対して、支援に必要な情報をわかりやすく提供するな
ど、活動のバックアップを強化します。

民生委員・児童委員など福祉の担い手のなり手不足解消のため、候補者を掘り起こしま
す。

12 64 3-4-1 「重層的支援体制整備事業」は、説明が必要だと思う。 福祉総務課 用語集に掲載します。

13 87 6-3-2 全国規模のスポーツ大会はあるが、国際大会の誘致は入って
こないのか。

交流観光課 記載修正
施策２主な取組
国際大会や全国規模のスポーツ大会・イベントの継続的な開催及び新規誘致、スポーツ
合宿の誘致、スポーツツーリズムの推進に向けて、官民一体となって取り組みます。

14 104 推進 事務事業評価など、ウェルビーイングという言葉が出てくる
ようになっているが、ウェルビーイングに関する研究や勉強
など、何かを進めていくのか。

企画課 修正なし
政策立案などの際、各評価など成果指標について研究し、事業を進めるにあたっては
ウェルビーイングの視点を取り入れていきます。

記載修正
本編内の「こども」及び「子ども」表記を整理し、他の法令に根拠がある場合や、固有
名詞として用いる場合等を除き、原則として平仮名表記の「こども」を用います。
用語集の表記も以下のとおり修正します。

こども基本法において「心身の発達の過程にある者」と定義され、国では、乳幼児期か
ら青年期（施策によってはポスト青年期（おおむね40歳未満）までにある者）を対象と
して平仮名表記の「こども」を使用している
このことを踏まえ、本計画では、他の法令に根拠がある場合や、固有名詞として用いる
場合等を除き、原則として平仮名表記の「こども」を用いる

こども未来課、企画課
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